
令和８年度当初予算案　記者発表資料（抜粋）

○　

○　

施策名の(◇)印は市町村の取組事業、(◆)印は市町村の取組を一部含む事業。
１　森林の保全・再生

(1)水源の森林づくり事業の推進

(2)丹沢大山の保全・再生対策

(3)土壌保全対策の推進　

(4)間伐材の搬出促進

(5)地域水源林整備の支援(◆)

２　河川の保全・再生

   河川・水路における自然浄化対策の推進(◇)

３　地下水の保全・再生

   地下水保全対策の推進(◇)

４　水源環境への負荷軽減

   生活排水処理施設の整備促進(◇)

５　県外上流域対策の推進

   相模川水系上流域対策の推進

６　水源環境保全・再生を推進する仕組み

(1)水環境モニタリングの実施

(2)県民参加による水源環境保全・再生のための仕組み

個人県民税の超過課税を活用した水源環境保全・再生への取組

【水源環境保全・再生事業会計計上事業】

【基本的な考え方】

　「かながわ水源環境保全・再生施策大綱」及び「第４期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計
画」の計画期間が令和８年度に終了することから、計画の最終目標に向けて、取組を着実に推進する。

　「第４期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」に位置づけた11の特別対策事業は、個人県民
税の超過課税による収入(49億9,166万円)と、前年度から繰り越された基金残高及び寄附金等(2億8,252
万円)を財源として、着実かつ効果的な推進を図る。

令和８年度当初予算額

33億7,033万円

12億9,938万円　水源かん養機能など森林の持つ公益的機能を高めるため、水源の森林エリア内の私有林の
公的管理・支援を行うとともに、この事業の円滑な推進に必要不可欠な人材の育成・確保を
図るため、「かながわ森林塾」を実施する。

3億　195万円　丹沢大山において、ブナ林等の再生の取組や、登山道補修等の県民協働事業を実施すると
ともに、丹沢大山及び周辺地域の植生回復と衰退防止を図るため、中高標高域におけるシカ
管理捕獲を実施する。

7億5,100万円　森林の土壌保全を図るため、県内水源保全地域内において、崩壊地の拡大等を防止する土
木的工法も採り入れた対策に取り組むとともに、土壌流出が懸念される森林において、筋工
や植生保護柵等を組み合わせた対策を推進する。

3億　972万円　間伐材の有効活用の促進を図るため、間伐材の集材・搬出や県森林組合連合会が行う原木
の安定流通等を確保する取組への補助等を実施する。

7億　827万円　荒廃が懸念される地域水源林において、地域の水源環境を保全するため、水源林の確保・
整備に取り組む市町村に対して補助するとともに、地域水源林エリア内の市町村が取り組む
以外の森林について、森林所有者等が行う高齢級間伐に対して補助する。

2億4,200万円

2億4,200万円　生態系による自然浄化機能や水循環機能を高めるため、生態系に配慮した河川・水路の整
備を実施する市町村に対して補助する。

1億4,120万円

1億4,120万円　将来にわたり良質で安定的な地域水源の確保を図るため、地下水かん養対策、地下水汚染
対策及び地下水モニタリング等を実施する市町村に対して補助する。

12億　130万円

12億　130万円　水源環境の負荷軽減を図るため、県内ダム集水域における公共下水道及び高度処理型合併
処理浄化槽の整備促進と併せて、相模川水系・酒匂川水系取水堰の県内集水域（ダム集水域
を除く）において合併処理浄化槽への転換促進に取り組む市町村に対して補助する。

5,121万円

5,121万円　相模川水系の県外上流域における水源環境の保全・再生を図るため、山梨県と共同して、
森林整備及び生活排水対策の取組を実施する。

2億6,814万円

2億1,218万円　水源環境保全・再生施策の効果と影響を把握するため、森林や河川のモニタリング調査を
実施する。

5,596万円　県民参加のもとで水源環境保全・再生施策を推進する仕組みとして、水源環境保全・再生
かながわ県民会議の運営等を行うとともに、市民団体やＮＰＯ等が実施する水源環境保全活
動に対して補助する。

合　　　　　　　　　　計 52億7,419万円

問合せ先
環境農政局緑政部水源環境保全課 課長 井出 電話 045-210-4350
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○ 施策大綱期間の最終年を迎え、水源環境保全・再生の取組を効果的かつ着実に推進するため

　策定した第４期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画に基づき、施策の最終目標に向

　けて11の特別対策事業を推進する。

○ これらの事業については、個人県民税の超過課税（水源環境保全税）等を財源とする。

○ 事業の財源とその使途及び充当額を明確化するため、水源環境保全・再生事業会計及び水源

　環境保全・再生基金により運営する。

○ 事業費及び資金の流れの概要

寄附金等

特
会
繰
入

個人県民税の
超過課税相当分

（Ａ＋Ｂ）

(財源の明確化)

基金積立金を事業の
財源に充当

前年度末基金残高
からの繰入れ

2億8,216万円
52億7,419万円

49億9,181万円
事業費の計（Ｂ）

（使途・充当額の明確化）

49億9,166万円
積
立
て

３　水源環境保全・再生への取組（水源環境保全・再生事業会計）

総額 102億6,600万円 水源環境保全・再生事業会計

15万円

水源環境保全・再生
基金積立金（Ａ）

基金のほか、諸収入

(預金利子等)21万円を含む
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第４期実行５か年計画の11事業（体系図）
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⑥河川・水路における
　自然浄化対策の推進

⑨相模川水系上流域対策
　の推進

⑩水環境モニタリングの
　実施

・水源環境調査費　　　　　　　　    　 6,256万円
・森林環境調査費　　　　　　　　　　1億4,962万円

15億8,450万円

12億　130万円

①水源の森林づくり事業
　の推進

②丹沢大山の保全・再生
　対策

・水源林確保事業費           　　　 　 2,135万円
・水源林整備事業費           　　　 2億4,205万円
・水源林づくり事務費　　　　　  　　　 6,927万円
・水源林長期施業受委託事業費     　 8億7,454万円
・かながわ森林塾推進事業費　　　    　 9,215万円

3億　972万円

2億4,200万円

２ 清らかな水源の保全・再生への取組み

３ 水源環境保全・再生を支える取組み

2億1,218万円

・市町村補助金（河川・水路整備）　　2億4,200万円

⑪県民参加による水源環
　境保全・再生のための
　仕組み

⑦地下水保全対策の推進

・市町村補助金（生活排水処理施設整備）
                                    12億 130万円

合　計　 52億7,419万円

5,596万円
・県民会議等運営費　　　　　　　　　　 5,284万円
・市民事業等支援費                       311万円

・森林整備共同事業費　　　　　　　　　 2,000万円
・生活排水対策共同事業費               3,121万円

1億4,120万円

3億1,935万円

5,121万円

・市町村補助金（地下水保全対策）　　1億4,120万円

⑧生活排水処理施設の
　整備促進

12億9,938万円

33億7,033万円

令和８年度の事業 予算額

④間伐材の搬出促進

１ 豊かな水を育む森の保全・再生への取組み

3億　195万円

⑤地域水源林整備の支援
・市町村補助金（地域水源林整備）    7億   30万円
・高齢級間伐促進事業費　　　　　　　　   797万円

7億5,100万円③土壌保全対策の推進

・間伐材搬出促進事業費　　　　　　　3億  822万円
・間伐材搬出促進事業事務費　　　　　　　 150万円

・水源林基盤整備事業費              4億8,156万円
・高標高域自然林土壌保全対策事業費　1億7,556万円
・中標高域土壌保全対策事業費　　　　　　 299万円
・高標高域人工林土壌保全対策事業費　　 9,087万円

7億　827万円

・丹沢大山保全・再生対策事業費      3億 195万円
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